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2026年2月12日（木）　　　　　　　　　　　　　司会：記録： 西舘
	斎藤
	蕨野
	小向
	西舘
	藤田
	佐々木
	鎌田

	業務
	○
	○
	○
	休憩
	○
	業務


· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞

・クラブについて要検討（内容や実施場所等）
　→1月～3月は今まで通り実施。4月から検討していきましょう。
・疾患別診療計画書：1/20(火)アップロードまでに終わらせるよう取り組みましょう。
・2月中旬頃12日～と20日～に2週連続でOT学生の実習があります。（どちらも担当：蕨野さん）
・評価入力（転倒転落、LASMI、AUDIT）：2月まで
・2/23(月)の祝日プログラム内容検討していきましょう。
・デイナイトケア食器洗浄体制について早急な検討が必要。→今週は日々手伝いを募集し、来週からは当番を増やして行く予定。
＜利用者様情報＞
デイケア
・田名部　幸子様～朝の送迎時には泣きながら家を出て来ており、車内で理由を確認している。理由は「トイレの事で頓服薬は服用してきた」と返答されている。また、車内で何度か「大丈夫ですよね？」と話しかけある為、大丈夫である事をお伝えすると徐々に泣き止んでいる。来所後同様の話を何度かしている。手の震えはあるが、自分から、折り紙細工やりたい、と希望あり始め、作業中は震えは無い。その後もトイレに行くたびに同様の訴えあり「最近トイレやお風呂で記憶がない。やったかどうか覚えていない。母にも迷惑かけている」と話している。トイレでの行為は覚えていないが、「手についた気がする」という感覚だけは持っている。昼食後は数分おきに手を洗っている。「トイレの後手を洗ったかどうか不安になって」と話している。洗う時間は短い。

※朝の送迎時に母様より「もう一緒に住む事が限界」とスタッフへ話し掛けある為、傾聴している。
ショートケア
・特記する利用者様はおりません。

デイナイトケア

・森田清助様～青風荘より情報提供あり。昨日帰荘後も調子の悪そうな様子は継続しており、自宅に電話しても繋がらない、友人も死んでおり知り合いが少なくなって寂しいと繰り返し訴えており、兄様も高齢となり保証人をサンライフに変更したことを伝えるも上手く理解できない様子で不安を訴えていたとのこと。不安時の頓服薬服用を勧めるとクエチアピン1錠服用し、その後は良眠しており、今朝も傾眠状態継続している。来所時間になり、準備の声掛けを行うが反応なく動こうとせず、10時過ぎに青陽館看護師が様子を見に行くも、バイタルは問題なく声掛けに反応は無いが顔面に触れると睫毛反射はあるため、そのまま経過観察としている。
